
 お家で文書を発見伝！安房里見氏が発給した戦国時代の公文書 

小倉家
お ぐ ら け

文書
もんじょ

 

 黒印状
こくいんじょう

 

朱印状
しゅいんじょう

  

 

下郡
しもごおり

の小倉家に伝わる二通の古文書
こもんじょ

です。一通は室町
むろまち

時代末期にあたる永
えい

禄
ろく

6 年（1563）に当時の木更津地方を支配していた里見
さ と み

義弘
よしひろ

の印判状
いんばんじょう

です。内容

は、徳
とく

政令
せいれい

によって借金を免除
めんじょ

することを伝えた黒印状です。もう一通は、里見
さ と み

義
よし

康
やす

の朱印状で天
てん

正
しょう

18 年（1590）頃に中島
なかじま

の住民に塩千
せん

俵
びょう

の年貢
ね ん ぐ

を納
おさ

めるよ

うに命じた文書です。 
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市指定文化財：有形文化財（古文書） 

指定年月日：昭和 51年 2月 17日 

所在地：木更津市太田 2-16-2 （木更津市郷土博物館金のすず） 

所有者：個人 

員数：2点 

公開・非公開の別：非公開 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 


